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地域安全まちづくり推進計画（第６期） ３つの目標の進捗状況 

 
 計画に基づく施策の効果を検証し、適切な評価と今後の展開につなげていくため、     
３つの目標を設定している。 
 

目標１ 刑法犯認知件数の減少傾向を維持する 

 ・本県の刑法犯認知件数は、平成 10 年頃から増加し、平成 14 年にピークとなる 164,445

件を記録した。 

 ・その後、19 年連続で減少していたが、令和４年は 33,018 件と前年（30,003 件）から

3,015 件増加した。 

 ・罪種別の状況を見ると、自転車盗、車上ねらい等の窃盗犯や、特殊詐欺等の知能犯の

増加が顕著となっている。 

 ・また、令和５年上期は 17,712 件と前年同期（15,033 件）から 2,679 件増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【罪種別内訳】 

罪 種 
H14 

（ピーク） 
R3 R4 

R3→R4 
増減数 

凶悪犯 
殺人、強盗、放火、強制性交等 

494 238 264 26 

粗暴犯 
暴行、傷害、脅迫、恐喝等 

4,227 3,327 3,708 381 

窃盗犯 
侵入盗、乗物盗等 

132,790 18,313 20,225 1,912 

知能犯 
詐欺、横領、偽造等 

2,312 2,239 2,920 681 

風俗犯 
賭博、強制わいせつ等 

547 438 464 26 

その他の刑法犯 24,075 5,448 5,437 -11 

合 計 164,445 30,003 33,018 3,015 

資料６ 
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目標２ （１）高齢者の特殊詐欺被害を減少させる 

 ・特殊詐欺被害について、令和４年は、認知件数、被害額とも前年より増加している。 

 ・被害者の年代別割合について、高齢者（65 歳以上）が全体の 81％を占めている。 

 ・「架空料金請求詐欺」及び「還付金詐欺」が特に増加しており、この二つの手口による

犯行が認知件数の約 75％を占めている。 

 ・また、令和５年上期は認知件数が 604 件、被害額は約 6.7 億円となっており、前年同

期（認知件数：394 件、被害額：5.2 億円）から増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特殊詐欺手口別認知件数の推移】 

手 口 H30 R1 R2 R3 R4 
R3→R4 
増減数 

オレオレ詐欺 240 68 44 32 61 29 

預貯金詐欺 － 246 348 69 58 -11 

架空料金請求詐欺 388 171 217 305 410 105 

還付金詐欺 59 8 288 310 394 84 

その他 37 27 35 20 12 -8 

ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ詐欺盗 49 138 95 123 139 16 

合 計 773 658 1,027 859 1,074 215 
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目標２ （２）子どもに対する声かけ・つきまとい等の事案発生件数を 

減少させる 

 

 ・性犯罪の前兆ともみられる子どもに対する声かけ事案等の発生件数は、2,000 件前後

で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事案別発生件数の推移】 

事 案 H30 R1 R2 R3 R4 
R3→R4 
増減数 

声かけ 649 595 554 679 621 -58 

つきまとい 289 253 188 265 267 2 

露出 206 193 133 139 121 -18 

不審者 426 372 282 254 247 -7 

撮影行為 225 251 240 318 312 -6 

その他 671 693 551 658 630 -28 

合 計 2,466 2,357 1,948 2,313 2,198 -115 
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目標３ 「住んでいる地域は治安が良く、安心して暮らせると思う人（体感治

安）」の割合を 80％以上に維持する 

 

 ・「兵庫のゆたかさ指標」県民意識調査において、「お住まいの地域は、治安が良く、安

心して暮らせると思いますか。」という設問に「そう思う」等と回答した人の割合は、

令和４年度が 70.3%と令和３年度から 9.3 ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別の推移（％）】 

地域 H30 R1 R2 R3 R4 
R3→R4 
増減数 

神戸 76.4 84.1 82.9 75.8 67.7 -8.1 

阪神南 72.4 71.0 79.7 75.4 67.0 -8.4 

阪神北 85.2 83.0 90.4 86.4 78.2 -8.2 

東播磨 76.0 70.2 78.6 82.3 73.1 -9.2 

北播磨 75.1 87.5 87.8 81.0 70.5 -10.5 

中播磨 82.6 76.2 79.8 77.5 66.7 -10.8 

西播磨 83.0 86.9 81.6 84.7 73.3 -11.4 

但馬 88.6 87.4 85.9 89.1 68.8 -20.3 

丹波 78.9 87.4 86.9 85.0 76.2 -8.8 

淡路 81.1 87.4 86.4 85.7 74.6 -11.1 

全県 78.2 84.3 82.8 79.6 70.3 -9.3 

 


